
自
治
基
本
条
例
は
、
本
格
的
な

分
権
時
代
を
迎
え
、
「
自
治
体
の

憲
法
」
と
し
て
市
政
運
営
の
基
本

理
念
や
基
本
方
針
な
ど
を
条
例
と

し
て
定
め
る
も
の
で
、
平
成
13
年

度
か
ら
施
行
さ
れ
た
北
海
道
ニ
セ

コ
町
の「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

を
先
駆
け
と
し
て
、
そ
の
後
、
多

く
の
自
治
体
で
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

三
鷹
市
で
は
、
平
成
13
年
に
確

定
し
た
第
３
次
基
本
計
画
に
自
治

基
本
条
例
の
制
定
を
掲
げ
る
と
と

も
に
、
14
年
10
月
に
三
鷹
市
ま
ち

づ
く
り
研
究
所
に
新
た
に
分
科
会

を
設
置
（
第
２
分
科
会
）
し
、
検

討
を
始
め
ま
し
た
。

え
、
公
募
に
よ
り
決
定
し
た
２
人

の
市
民
が
研
究
員
と
し
て
参
加

し
、
学
識
者
と
市
民
が
協
働
で
研

究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

◆
開
か
れ
た
分
科
会
運
営

「
三
鷹
市
の
憲
法
」
と
も
な
る

自
治
基
本
条
例
を
検
討
す
る
に

は
、
よ
り
多
く
の
市
民
に
検
討
状

況
を
知
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
と
の

運
営
方
針
に
基
づ
き
、
第
２
分
科

会
は
、
ま
ち
づ
く
り
研
究
所
と
し

て
は
初
め
て
、
事
前
に
開
催
日
程

を
「
広
報
み
た
か
」
や
「
三
鷹
市

ホ
U
ム
ペ
U
ジ
」
で
公
表
し
、
広

く
市
民
へ
の
傍
聴
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
毎
回
、
熱
心
な
市
民
が
ノ

U
ト
を
取
り
な
が
ら
議
論
に
耳
を

傾
け
、
学
生
や
市
外
か
ら
の
傍
聴

者
も
多
数
訪
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

各
回
の
議
事
録
要
旨
も
、
ホ
U
ム

ペ
U
ジ
で
公
開
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
希
望
す
る
市
民
が
研

究
員
の
前
で
発
表
す
る
機
会
も
設

け
ま
し
た
。

第
２
分
科
会
は
今
年
10
月
ま
で

に
計
12
回
開
催
さ
れ
、
三
鷹
市
に

ふ
さ
わ
し
い
自
治
基
本
条
例
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

◆
学
識
者
と
市
民
が
協
働
で
研
究

第
２
分
科
会
は
、
政
府
の
地
方

分
権
推
進
委
員
会
の
委
員
や
地
方

制
度
調
査
会
副
会
長
を
務
め
、
新

し
い
日
本
を
つ
く
る
国
民
会
議

（
21
世
紀
臨
調
）
の
共
同
代
表
に

も
就
任
し
て
い
る
西
尾
勝
・
国
際

基
督
教
大
学
教
授
（
行
政
学
）
を

座
長
と
し
、
他
の
学
識
委
員
と
し

て
は
、
西
尾
隆
・
国
際
基
督
教
大

学
教
授
（
座
長
代
行
・
行
政
学
）

と
中
山
洋
平
・
東
京
大
学
助
教
授

（
比
較
政
治
学
）
が
就
任
し
ま
し

た
。さ

ら
に
市
民
研
究
員
と
し
て

は
、
住
民
協
議
会
の
委
員
や
み
た

か
市
民
プ
ラ
ン
21
会
議
で
活
動
さ

れ
た
方
、
ま
た
２
年
前
か
ら
自
主

的
に
条
例
の
研
究
を
進
め
て
き
た

「
自
治
基
本
条
例
を
つ
く
る
み
た

か
市
民
の
会
」
の
メ
ン
バ
U
に
加

【
前
文
】

市
民
自
治
と
市
民
の
信
託
に
基

づ
く
三
鷹
市
政
の
実
現
、
市
民
と

行
政
の
パ
U
ト
ナ
U
シ
ッ
プ
に
よ

る
市
民
参
加
を
基
調
と
し
た
市
民

自
治
の
推
進
な
ど
に
つ
い
て
規
定

す
る
。

【
第
１
章
　
総
則
】

自
治
基
本
条
例
は
、
「
三
鷹
市

の
憲
法
」
と
い
う
べ
き
最
高
規
範

で
あ
り
、
ほ
か
の
条
例
の
制
定
お

よ
び
法
令
・
条
例
の
解
釈
・
運
用

に
あ
た
っ
て
は
自
治
基
本
条
例
の

趣
旨
を
尊
重
し
、
自
治
基
本
条
例

と
の
整
合
性
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

【
第
２
章
　
市
民
と
市
民
自
治
】

º
市
民
は
、世
界
的
に
認
識
さ
れ
、

実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
人
間
の

尊
厳
、
自
由
、
平
等
お
よ
び
持
続

可
能
な
発
展
を
希
求
す
る
権
利
を

有
す
る
。

º
市
民
は
、
地
域
に
お
け
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
、
ま
ち
づ
く
り
活

動
お
よ
び
そ
の
ほ
か
の
自
主
的
な

活
動
を
推
進
す
る
た
め
に
、
主
体

的
に
自
治
組
織
を
創
設
し
、
自
由

に
自
立
し
た
活
動
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
。

º
住
民
投
票
の
請
求
資
格
お
よ
び

投
票
資
格
は
、
市
内
在
住
の
満
18

歳
以
上
の
日
本
国
籍
を
有
す
る
者

お
よ
び
永
住
外
国
人
で
引
き
続
き

３
月
以
上
住
所
を
有
す
る
者
と
す

る
。

º
市
長
は
、
廃
置
分
合
や
境
界
変

更
と
い
っ
た
市
の
基
盤
に
関
わ
る

重
要
事
項
に
つ
い
て
は
必
ず
住
民

投
票
に
諮
る
こ
と
と
し
、
そ
の
ほ

か
は
住
民
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き

の
み
住
民
投
票
を
実
施
す
る
。

【
第
３
章

議
会
（
議
事
機
関
）】

議
会
は
、
市
民
の
信
託
を
受
け

た
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う

議
決
機
関
と
し
て
、
市
民
の
意
思

を
反
映
さ
せ
た
立
法
・
調
査
活
動

を
行
い
、
市
民
の
立
場
か
ら
行
政

執
行
を
監
視
・
評
価
す
る
。

【
第
４
章

執
行
機
関
】

º
市
長
選
挙
に
立
候
補
す
る
者

は
、
選
挙
公
約
と
し
て
掲
げ
る
政

策
・
公
約
に
つ
い
て
、
そ
の
目
標

値
、
達
成
時
期
（
目
標
期
間
）
お

よ
び
財
源
等
の
方
針
と
合
わ
せ
て

具
体
的
に
提
示
す
る
よ
う
に
努
め

る
。

º
市
長
は
、
地
方
自
治
法
で
定
め

ら
れ
て
い
る
助
役
、
収
入
役
等
に

加
え
て
、
副
市
長
、
参
与
等
の
市

長
の
業
務
を
補
佐
し
、
専
門
的
な

助
言
を
行
う
補
佐
職
を
条
例
に
基

づ
き
設
置
し
、
任
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

º
市
の
保
有
す
る
情
報
は
市
民
の

共
有
財
産
で
あ
り
、
市
は
、
市
民

の
「
知
る
権
利
」
の
実
効
的
保
障

に
努
め
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な

情
報
提
供
・
情
報
公
開
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
第
５
章

自
治
運
営
の
基
本
的
な

仕
組
み
】

º
市
は
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画

お
よ
び
そ
の
ほ
か
の
重
要
な
個
別

計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市

民
の
多
様
な
参
加
を
保
障
す
る
と

と
も
に
、
市
民
の
検
討
に
必
要
な

デ
U
タ
集
・
資
料
集
等
の
作
成
を

行
う
。

º
市
長
お
よ
び
市
民
等
は
、
計
画

や
施
策
の
策
定
・
実
施
等
に
お
い

て
、
市
民
参
加
の
実
効
性
を
確
保

し
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
市
長
お
よ
び
市
民
等
の

双
方
の
責
務
と
役
割
な
ど
を
定
め

た
「
パ
U
ト
ナ
U
シ
ッ
プ
協
定
」

を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

º
市
は
、
市
民
の
身
体
・
生
命
お

よ
び
財
産
の
安
全
性
の
向
上
に
努

め
る
と
と
も
に
、
市
民
、
事
業
者
、

関
係
機
関
と
協
力
・
連
携
お
よ
び

相
互
支
援
に
よ
っ
て
、
緊
急
時
に

備
え
る
総
合
的
か
つ
機
動
的
な
危

機
管
理
の
体
制
の
確
立
を
図
る
。

【
第
６
章

政
府
間
関
係
等
】

市
は
、
行
財
政
制
度
に
お
け
る

国
、
都
等
と
の
適
切
な
政
府
間
関

係
の
確
立
に
向
け
て
、
国
、
都
等

に
対
し
て
制
度
・
政
策
の
改
善
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と

も
に
、
関
係
団
体
や
市
民
等
と
連

携
・
協
力
し
て
自
治
基
盤
の
強
化

に
努
め
る
。

∞
企
画
経
営
室
ò
内
線
２
１
５

０
・
２
１
５
１

市
で
は
、
12
月
16
日
Õ
ま
で
の

間
、
土
・
日
曜
日
を
含
め
て
市
税

の
未
納
者
の
お
宅
へ
管
理
職
・
係

長
職
の
職
員
が
訪
問
し
ま
す
。
あ

わ
せ
て
納
税
課
・
保
険
課
職
員
に

よ
る
訪
問
・
電
話
催
告
を
行
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
早
期
納
付
に
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
訪
問
期
間

12
月
16
日
Õ
ま
で

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

（
土
・
日
曜
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

◆
電
話
催
告
時
間

午
前
８
時
30

分
〜
午
後
８
時
30
分
（
土
・
日
曜

日
は
午
後
５
時
ま
で
）。

※
市
の
職
員
は
身
分
証
明
書
を

持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

年
末
は
、
各
家
庭
か
ら
多
量
の

ご
み
が
集
中
し
て
出
さ
れ
る
た

め
、
収
集
作
業
が
遅
れ
、
処
理
施

ン
タ
U
ò
47
―
５
１
８
４
へ
。
年

内
に
収
集
で
き
る
件
数
を
超
え
た

場
合
、
１
月
５
日
Ã
以
降
の
収
集

に
な
り
ま
す
。

∞
ご
み
対
策
課
ò
内
線
２
５
３

３
〜
２
５
３
５

設
に
大
き
な
負
担
が
か
か
り
ま

す
。
収
集
日
の
最
終
日
に
集
中
し

な
い
よ
う
に
、
ご
み
は
お
早
め
に

出
す
よ
う
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
一
定
量
を
超
え
る
多

量
ご
み
は
有
料
（
申
込
制
）
に
な

り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
粗
大
ご
み
・
多
量
ご
み
の
申
し

込
み
は
お
早
め
に

申
し
込
み
は
粗
大
ご
み
受
付
セ

平
日
の
窓
口
延
長
と
土
・
日
曜

日
の
臨
時
窓
口
の
開
設
を
行
い
ま

す
。

◆
土
・
日
曜
日
の
開
設

12
月
７

日
À
、
13
日
—
、
14
日
À
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
、
市
役
所
１
階

保
険
課
・
２
階
納
税
課
で
。

◆
平
日
の
延
長

12
月
16
日
Õ
ま

で
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

30
分
、
市
役
所
１
階
保
険
課
・
２

階
納
税
課
で
。

◆
相
談
・
納
付(

納
入)

で
き
る
税

目

市
民
税
・
都
民
税(

普
通
徴

収
・
特
別
徴
収)

、
固
定
資
産
税

(

償
却
資
産
を
含
む)

・
都
市
計
画

税
、軽
自
動
車
税
・
法
人
市
民
税
、

国
民
健
康
保
険
税

∞
納
税
課
ò
内
線
２
４
２
１
・

保
険
課
ò
内
線
２
３
９
１

市
内
に
あ
る
家
族
向
空
家
空
き

家
２
戸
を
募
集
し
ま
す
。

◆
入
居
資
格

fl
三
鷹
市
内
に
居

住
し
て
い
る
こ
と
、
‡
同
居
親
族

が
い
る
こ
と
、
·
世
帯
の
所
得
が

基
準
内
で
あ
る
こ
と
、
‚
住
宅
に

困
っ
て
い
る
こ
と
。

◆
申
込
書
・
募
集
案
内
の
配
布

12
月
８
日
Ã
〜
15
日
Ã
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
、
ま
ち
づ
く
り
建
築
課

（
市
役
所
５
階
）
、
各
市
政
窓
口

（
三
鷹
駅
市
政
窓
口
は
、
平
日
は

午
後
７
時
30
分
、
13
日
—
も
午
後

５
時
ま
で
）
で
。

▼
12
月
15
日
Ã
ま
で
の
消
印
が
あ

り
、
18
日
œ
ま
で
に
三
鷹
市
役
所

へ
郵
送
で
届
い
た
も
の
に
限
り
受

け
付
け
ま
す
。
く
わ
し
く
は
募
集

案
内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

∞
ま
ち
づ
く
り
建
築
課
ò
内
線

２
８
６
７

物
納
そ
の
ほ
か
特
別
な
事
情
が

あ
る
場
合
、
納
期
限
７
日
前
ま
で

に
所
定
の
書
面
に
よ
り
申
請
す
る

と
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
減
免
の
対
象
は
次
の
と
お
り

で
す
（
事
由
が
生
じ
た
後
に
納
期

限
が
来
る
も
の
が
対
象
）
。
fl
相

続
税
の
た
め
物
納
さ
れ
た
固
定
資

産
、
‡
震
災
、
風
水
害
、
火
災
な

ど
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
固
定
資

産
、
·
国
や
市
な
ど
が
無
償
で
借

り
受
け
ま
た
は
譲
渡
を
受
け
た
固

定
資
産
な
ど
。
な
お
、
減
免
事
由

が
消
滅
し
た
場
合
は
、
直
ち
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

∞
資
産
税
課
ò
内
線
２
３
６
３

東
京
土
地
家
屋
調
査
士
会
・
東

京
司
法
書
士
会
の
両
武
蔵
野
支
部

で
は
、
毎
月
１
回
相
談
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

▽
12
月
10
日
Œ
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
、
武
蔵
野
ス
イ
ン
グ
ビ

ル
10
階
ス
カ
イ
ル
U
ム
１
（
武
蔵

境
駅
北
口
）
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

∞
東
京
土
地
家
屋
調
査
士
会
武

蔵
野
支
部
ò
33
―
０
７
５
５
・
東

京
司
法
書
士
会
武
蔵
野
支
部
ò
22

―
０
７
４
３

市
で
は
、
市
道
の
年
末
・
年
始

の
工
事
を
、
特
例
工
事
を
除
い
て

極
力
行
わ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
工
事
業
者
の
方
は
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
工
事
中
止
期
間

12
月
25
日
œ

〜
平
成
16
年
１
月
６
日
Õ
（
年

末
・
年
始
に
開
放
す
る
道
路
の
舗

装
復
旧
期
限
は
12
月
24
日
Œ
ま

で
）。

◆
特
例
工
事

fl
道
路
管
理
者
の

日
常
行
う
維
持
作
業
、
‡
ガ
ス
漏

れ
・
漏
水
事
故
な
ど
の
緊
急
工

事
、
·
12
月
25
日
œ
の
み
の
現
場

内
保
安
作
業
。

∞
道
路
整
備
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市役所代表電話0 4 2 2 － 4 5 － 1 1 5 1 「自治基本条例」の制定を目指して　年末のごみ収集日程　�

（
１
面
か
ら
続
き
）

■
ま
ち
づ
く
り

研
究
所
で
の
検
討

■
報
告
書
で
提
案
さ
れ
た

「
自
治
基
本
条
例
」
の

主
な
内
容

年
末
の
ご
み
出
し
は
お
早
め
に

市
税
・
国
保
税
の
特
別
整
理
期
間
に

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

未
納
者
宅
を
訪
問

■
都
営
住
宅
（
地
元
割
当
）

入
居
者
募
集

■
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
減
免

■
国
民
年
金
の

裁
定
請
求
時
な
ど
の

住
民
票
コ
ー
ド
の
利
用

■
不
動
産
登
記

無
料
相
談

■
臨
時
納
税
相
談
窓
口

■
年
末
・
年
始
の

道
路
工
事
の
抑
制

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
公
庫
住

宅
ロ
U

ン
の
返
済
が
困
難
な
方

に
、
返
済
方
法
の
変
更
な
ど
の
返

済
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

一
定
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
方

に
、
返
済
期
間
の
最
長
15
年
間
延

長
、
３
年
間
の
元
金
据
置
期
間
の

設
定
お
よ
び
据
置
期
間
中
の
金
利

引
下
げ
を
行
い
ま
す
（
平
成
16
年

３
月
31
日
ま
で
）。

∞
住
宅
金
融
公
庫
東
京
支
店
返

済
相
談
室
ò
03
―
５
２
６
１
―
８

９
２
１

住
民
票
コ
U
ド
を
ご
記
入
い
た

だ
く
こ
と
で
、
老
齢
基
礎
年
金
や

障
害
基
礎
年
金
の
裁
定
請
求
書
、

年
金
受
給
者
氏
名
変
更
届
な
ど
の

手
続
き
の
際
に
、
住
民
票
な
ど
の

添
付
を
省
略
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
た
だ
し
、
身
分
関
係
や

生
計
維
持
関
係
を
確
認
す
る
必
要

が
あ
る
場
合
は
、
住
民
票
や
戸
籍

抄
本
（
謄
本
）
な
ど
添
付
の
省
略

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
住
民
票
コ
U
ド
は
、
申
請

書
や
届
書
の
余
白
部
分
に
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

∞
市
民
課
庶
務
・
年
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係
ò
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線
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９
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・
武
蔵
野
社
会
保
険

事
務
所
ò
56
―
１
４
１
１

■
公
庫
住
宅
ロ
U
ン

返
済
相
談

年末のごみの収集日程※年始の収集は1月5日（月）からになります。
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全域

全域

全域
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4丁目

1丁目

2丁目

3丁目
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6丁目

1・2丁目

3丁目

4丁目

5丁目

6丁目

7丁目

8・9丁目

全域

全域

1丁目

2・3丁目

4丁目

1・2丁目

3丁目

4・5・6丁目

12月29日(月)

12月29日(月)

12月29日(月)

12月30日(火)

12月30日(火)

12月29日(月)

12月30日(火)

12月30日(火)
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12月17日(水)

12月22日(月)
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牟礼

井の頭

中原

燃やせるごみ 燃やせないごみ
(有害ごみも同時収集)

資源物
(空きびん・空き缶・
古紙・古着)

ペットボトル・
プラスチック類

北野

新川

上連雀

井口
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